
CROSS TOKYOの大事な取り組みを紹介！
「九州男児女児会」
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いよいよ梅雨本番でしょうか。こんな季節にゆっくりとお店の窓から雨が流れるけやき坂を眺めるのも良いもの
です。さて、皆さまいかがお過ごしでしょうか。今週はCROSS TOKYOの大切な取り組みご紹介。

早速ですが「九州男児女児会」という会をご存知でしょうか。私たちが企画したパワフルな集いです。
世の中には様々な交流会が存在しますが、その交流をとりまとめ、より力強く、そして違ったパワーを生み出し
たいという想いから始まったのが、この「九州男児女児会」。鹿児島・宮崎・熊本・大分・長崎・佐賀・福岡そして
沖縄に所縁ある方々が集結し、郷土の熱さを交差交流させ、東京で白熱するためのエネルギーを再度蓄える
会なんです。もちろん食事はすべて九州を感じるものをラインナップ。お酒もたらふく準備して会を盛上げます。
この会は先日4回目を無事に終え、毎回200名近くの方々に参加頂いています。
「名前」「出身（出身学校）」「職種または目指しているもの」を明記した名札を付け、自由にお話をして頂き、
更に“参加型プレゼン”も実施しています。「今こういう人を捜している」や、「今からこういう事業をしていく」
などのプレゼンタイムを設け、この会で繋がった素敵な関係を良いかたちで広めてもらいたいと考えています。
次回は9月中旬を予定。福岡出身の代表・井上を中心に、更にパワーアップした会を今から企画しています。

そもそもCROSS TOKYOという店名には、ヒト・モノ・コトの交差交流を創造し、それらの摩擦によってできる
空気感を楽しんで頂きたいという想いが込められています。様々なかたちでより多くの方々と“CROSS”するこ
とが我々の大きな夢であり、使命でもあるのです。こういった会をはじめ、CROSS TOKYO発信で楽しい、
そして嬉しい企画をこれからも作っていきたいので、“CROSS”したい方はスタッフにお申し付け下さいね。

Facebookを通し、九州男児女児会を知り、九州出身の若い方々の
活躍や将来の夢、世の中にどのような形で羽ばたこうとしているのか、
などを自分なりに理解しながら、仲間に入れて頂いています。
似たような集まりは他にもあると思いますが、この会は、ちょっとユニーク
かもしれません。会のスタート時に、「どこ出身？」などと聞く必要もありま
せんし、胸の名札に記載してある出身校を見て地域の話題へ。
そして徐々に共通の話題から仕事の話題へ話しが広がると共に、
"輪"も広がっていきます。気がつくと、個々が率先して人を紹介し、
誰かと誰かを繋げようとしている光景が目に入ってきます。
これぞ、オーナーの意図するところなのではないでしょうか。

個人的には、自分の経験が少しでも皆さまのお役に立てばという思いから参画させて頂いていますが、実際は私の方が皆さまから
エネルギーを頂いています。
エネルギーといえば、その源である料理がとても工夫されています。故郷を想い出させてくれる食材を使った料理や新しいアイデアを
感じる料理が勢揃いします。これは食と人間がCROSSするまさに交差点ようなものなのかもしれません。
CROSS TOKYO という交差点から一体何が生まれるのだろうと、いつもワクワクドキドキしています。

松下 ユリ子様 （A.M.S. 代表／福岡県人会 理事）
出身： 鹿児島生まれ、佐賀、福岡育ち
仕事： 海外ウエルネスリゾートホテルのマーケティング、セールス、予約代行

お話を伺いました！！


